
ISSN 1883-0137 

類型学研究
第5号

論 文

ロシア・ソヴイエト言語類型論とカフカース諸語 柳沢民雄 1 

日本語空間表現の特徴から

一奄美語を標準文章語と対照させながら一 まつもと ひろたけ 21 

マゾンの「例示的用法」覚書 鈴 木 泰 48 

「トリ（鳥）Jの連濁現象

一「ートリJか「ードリJかー 山村仁朗 63 

人類史における活格言語、能格言語

一内容類型学の視点から一 石田修一 79 

類型学研究会

令和元年（2019）年8月 京都2019 年 8月　京都



類型学研究

第 5号

類型学研究会

令和元（2019）年 8月 京都2019 年 8 月　京都



類型学研究会のあゆみ 2011. 4～2019.4 

2011年 5月 14日（土）京都大学人文科学研究所

林田理墓：ロシア語アスペクト・ヴォイス考

2011年 8月 27日（土）京都大学人文科学研究所

高山道代：古代日本語 主語の形態に関する一考察

20日年 11月 19日（土）京都大学楽友会館

山村仁朗：助詞「のJについて

2012年 3月 10日（士）京都大学人文科学研究所

金田章宏：主語のハとガの意味と方言

：八丈方言におけるあらたな変化と上代語

2012年 6月 16日（土）専修大学神田キャンパス
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劉志偉：日本語の受身表現の連続性を巡って一中国語との対照から

2012年 9月 29日（土）同志社女子大学今出川キャンパス

万礼：日本語の「し、ちいち」、「一つ一つ」と中国語の“一一”

新居田純野：サオ語（台湾中部）のparticle(a, sa, tu）について

2013年 2月 23日（土） 同志社大学今出川キャンパス・至高館

カレル・プイアラ：言語類型論の新たな可能性

松原幸子：日本語能力試験 1級「機能語の類jの分類から得られた問題の中から

ーとりたて調の創設について

2013年 7月 13日（土） 同志社大学今出川キャンパス・神学館

佐久間淳一：フィンランド語の主語・目的語とその格標示について

2013年 11月2日（土） 専修大学神田キャンパス

山田晶裕：主節における「ガ」の拡大 言語類型を背景として

2014年 4月 5日（土）同志社大学今出川キャンパス・徳照館

米田 信子：パントゥ諸語における名調クラスと文法呼応ースワヒリ語の例を中心に－
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2014年 7月 19日（土） 同志社大学今出川キャンパス・徳照館

木田章義：日本語起源論のために

20日年 1月 24日（土）専修大学神田キャンパス

柳沢民雄：jヒ西カフカース諸語の文構造について：アブハズ語を中心として

2015年年6月27日（士） 同志社大学今出川キャンパス・徳、照館

田畑千秋：北部琉球語のハダカ格

金子光茂：筑後柳川藩領瀬高方言の格標示

松本泰丈：名詞ハダカ形をめぐって（おぼえがき）

2015年 11月 21日（土）専修大学神田キャンパス

野間秀樹：朝鮮語ニ韓国語と日本語を照らす

2016年 4月 16日（土）同志社大学今出川キャンパス

劉志偉：中国語の語順を視覚的に学習するための文の分類について

一日本語の文と対照しながら－

2016年 10月8日（士）同志社大学今出川キャンパス

千種虞一：アノレメニア語研究を振り返って

村木新次郎：日本語の単語をめぐって一宮岡伯人著『語』とは何か・再考－

日本語文法と「文字の陥葬」 の書評をかねて

2017年 2月 18日（土）同志社大学今出川キャンパス

張麟声：『言語の類型的特徴をとらえる対照研究』という発想並びに、この発想に基いた

私の研究

2017年 7月 22日（土）大阪大学豊中キャンパス・言語文化研究科A棟大会議室

高島尚生：トワパ語文法の概観

劉志偉：バラエティー番組のテロップρに見られるラ行音の音縮形について

2017年 11月 25日（土）千葉大学西千葉キャンパス・国際教育センター

松本泰丈：奄美語の名詞の曲用をめぐって 基本形の問題から
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2018年 3月 31日（土）専修大学神田キャンパス8B会議室

須田淳一：準用言（non-finiteverbals）の定義について－古代日本語の事例から考える

石田修一：活格言語、能格言語をめぐる誤認－内容類型学の視点から

2018年 7月28日（土）近畿大学東大阪キャンパス語学教育センター

金田 章宏：八丈語・東日本方言と南琉球諸語一周圏分布的視点から－

松本 泰丈：言語タイプ9と主観性

2018年 12月8日（土）専修大学神田キャンパス

狩俣繁久：人間の言語の特性と起源一一語文から二語文へ

2019年 4月 14日（日）京都大学総合研究棟2号館文学部第9演習室

千田俊太郎：ドム語の直示表現
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正誤表

p.62参考文献－6行目 BOH,QapKO （誤）→ 60H,QapKO（正）

p.62 -9行目 pyCCKOM只3b1Ke（誤）→ B pyCCKOM只3b1Ke（正）

p.82註4-2行目 ［クリモフ 1999，…］（誤）→ ［クリモフ 2016,.. ，］（正）

p.83註 9-2行目 lamguage （誤）→ language（正）

p.111 -13行目 原理に定位（誤）→に定位（正）

p.140 －最終行 116 （誤）→ 46（正）

p.141 -15fj目

…6-y「0あるいは（誤）→ .. ,6-y「0「父が畑を耕す」あるいは（正）
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